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MIT OpenCourseWare
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MIT OCWとは

MITでは、eラーニングに関する学内戦略の検
討の結果、MITで開講されるすべての授業(約
2,000)の資料を無料で全世界に公開すること
を決定(2000年)
2002年から公開を開始、2007年秋現在で
1,800のコースを公開済み

http://ocw.mit.edu/
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MITのOCW開始理由

MITのミッションである

今までは基礎研究での貢献、これからは教育
において貢献すべきである

活動することによって教育者としての価値観を
高める

大学で作っている教材をオープンにするという
モデルを作りたい

OCWのムーブメントを世界に広めたい
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世界における動向

Universia
Universia.net
スペイン、ポルトガル、南アメリカの840大学ネット

ワーク

スペイン語とポルトガル語への翻訳

Core (China Open Resources for 
Education)

中国100大学がメンバー

中国語への翻訳
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OpenCourseWare Consortium
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日本におけるOCW活動

2004年秋にMITから日本の主な大学に打診

2005年5月 日本OCW連絡会結成

大阪大学、京都大学、慶應義塾大学

東京工業大学、東京大学、早稲田大学

2005年秋

九州大学、名古屋大学、北海道大学が加入

名古屋大学は、2005年12月にOCWサイト公開

http://www.jocw.jp/
2006年4月 日本OCWコンソーシアム
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日本オープンコースウェアコンソーシアム

http://www.jocw.jp/

9

日本オープンコースウェアコンソーシアム

正会員

東京大学、京都大学、慶應義塾大学、

大阪大学、早稲田大学、東京工業大学

名古屋大学、北海道大学、九州大学

同志社大学、筑波大学、関西大学

京都精華大学、立命館大学、立命館アジア太平洋大学

女子栄養大学、明治大学

賛助会員
メディア教育開発センター

高度情報映像センター、サイバーキャンパスコンソーシアム

日本eラーニングコンソーシアム

クリエイティブ・コモンズ・ジャパン

10

九州大学オープンコースウェア

http://ocw.kyushu-u.ac.jp/
2006年4月公開
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OCW参加の意義

高度で高品質な九州大学の授業コンテンツの公
開
学内教育情報の集約化・体系化・構造化による有
機的な情報の提供

社会貢献
教育のブランド化

優秀な学生の入学

企業との連携
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大学、部局、教員にとってのメリット

部局および教員自身の教育活動の広報

学期や年度を越えての学生への長期的な学
習上の支援
入学生、および研究室の学生の確保
授業に関して同僚・同業の研究者、社会から
の批評を受けることを通じた教育を改善する
契機
研究を社会に役立てる手段
内容の充実を通じ九州大学の声価を高め、大
学に対する社会の信頼と理解の獲得
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GLOBE (http://www.globe-info.net/)

NIME-glad
MERLOT
ARIADNE

EdNA Online
LORNET
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OCW

Web公開

コンテンツ公開の階層

学内限定 利用者認証

公開するが
利用は限定

限定利用

非営利な教育目的に
限り、自由に利用可

商業利用を含め
自由に利用可
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九大OCWにおける著作権

著作者は教員

著作権者は教員(場合によって部局、大学)
九大OCWは、送信可能化権を著作権者から許
諾してもらっている

九大OCWでは、九大OCWのコンテンツに対し
て、非営利な教育目的に限り、複製権、送信可
能化権、翻案権、翻訳権等を利用者に無料で許
諾する

著作権は、教員（部局、大学)が保有している
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オープンコースウェア 

－教育情報のインターネット上での無償公開活動― 

井上
いのうえ

 仁
ひとし

 

 

オープンコースウェアとは 

オープンコースウェア(OCW)は大学で提供さ

れている授業等の教育に関する情報をインターネ

ット上で無償で公開する活動であり，授業のシラ

バス，カレンダー，講義ノート，参考文献，レポ

ート，試験等の情報を提供しています。OCW で

提供される資料は基本的に非営利・非商用であれ

ば自由に利用することができます。 
OCW の活動は 2001 年に米国マサチューセッ

ツ工科大学(MIT)によって最初に開始されました。

MIT では OCW を展開するにあたり次の二つの

ミッションを掲げていました。一つは MIT の授

業資料を世界に無償で提供するというOCWのモ

デルを確立することであり，もう一つはOCWの

ムーブメントを世界中の主要な大学に広めること

です。MITでは2006年秋現在で全授業の8割近

い約1,450コースを公開しており，2008年にはす

べての授業資料を公開する計画です。MIT の

OCW によって公開されている情報は世界中の教

育現場で広く利用されています。またOCWのム

ーブメントは世界各国に広がりつつあり，オープ

ン コ ー ス ウ ェ ア 国 際 コ ン ソ ー シ ア ム

(http://www.ocwconsortium.org/)に掲載されてい

る大学は100以上に上ります。 
日本では 2004 年頃からOCW 活動の準備が主

な大学で開始されました。2005 年 5 月に大阪大

学，京都大学，慶應義塾大学，東京工業大学，東

京大学，早稲大学の6大学が同時にOCWサイト

を公開するとともに，各大学間での情報交換と連

携を目的として日本オープンコースウェア連絡会

が発足しました。九州大学では，2005 年 9 月に

学内審議を経てOCWのムーブメントに合意（日

本オープンコースウェア連絡会への参加を表明）

し，2005年12月に日本オープンコースウェア連

絡会への参加が認められました。同時期に名古屋

大学と北海道大学も参加が認められ，メディア教

育開発センターも協力団体として参加し，10の機

関での活動となりました。その後日本オープンコ

ースウェア連絡会は，2006 年 4 月に京都大学で

開催されたオープンコースウェア国際会議を機に

日本オープンコースウェアコンソーシアムと名称

を変更し，日本におけるOCW活動の援助と普及

することを目的とした活動を行っています

(http://www.jocw.jp/)。その後コンソーシアムには，

新たに関西大学，筑波大学，同志社大学，京都精

華大学，立命館大学，立命館アジア太平洋大学が

正会員として，高度映像情報センターとサイバー

キャンパスコンソーシアムTIES が賛助会員とし

て参加し，2006 年 11 月現在で 18 の大学等の機

関が参加しています。 

 
日本オープンコースウェアコンソーシアム 

(http://www.jocw.jp/) 

九州大学オープンコースウェア 

九州大学では，2006 年 4 月のオープンコース

ウェア国際会議を機に「九州大学オープンコース

ウェア（九大OCW）」としてOCWサイトを公開

し，2006 年 11 月現在で 22 のコースを提供して

います(http://ocw.kyushu-u.ac.jp/)。 
九大OCWでは，MITや他の大学と同様に正規

の授業のシラバス，カレンダー，講義ノート，参.
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考文献，レポート，試験等の情報を公開しており，

一部のコースでは授業そのものを動画として公開

しています。例えば「循環型空間システム」では，

14 回にわたる毎回の授業のほとんどを動画配信

しています。また九大OCWでは，正規の授業以

外も広い意味での教育と考えており，最終講義や

講演会，講習会等の情報も公開しています。 

 
九州大学オープンコースウェア(http://ocw.kyushu-u.ac.jp/) 

オープンコースウェアの意義 

各大学がOCWのサイトを公開する目的はさま

ざまですが，次のような意義があると考えます。 
大学生のみなさんは，授業が終了した学期や年

度を越えて授業資料を閲覧することができます。

また他大学で開講されている類似の授業や自分が

履修した授業以外の資料を閲覧することにより学

問的視野を広げることができます。これから大学

への進学を志す方には，大学で行われる授業を垣

間見ることにより自分の将来を見定める足がかり

になります。社会人の方は，生涯学習の一手段と

して利用することができます。教員にとっては，

他の授業の教育資源を再利用することができ，質

の高い授業を実施することが可能になります。ま

た，自らの授業資料を社会に公開することによっ

て世の批評を仰ぎ、その内容を改善していく契機

となります。大学にとっては，大学で行う教育の

資料を公開することによって社会に貢献するとと

もに，教育内容に関して社会の信頼と理解を得る

ことができます。 
これらはOCW以前から実施されてきたことで

すが，OCW という一つのサイトに情報を集約し

他の情報と関連づけることにより，利用者と提供

者双方にとって有用になります。 

 
九大OCWで公開しているコース一覧 

おわりに 

現在九大OCWで公開している教育資料はごく

一部に過ぎませんが，各部局の組織的な参加と支

援体制の強化によって今後より充実したものにす

る予定です 
在学生のみなさんは九州大学だけでなく他の大

学の OCW サイトもぜひ訪問してみてください。

教員の方は九大OCWの趣旨にご賛同いただけま

したら，ぜひ授業資料を公開していただきますよ

うお願い致します。 
九大OCWに対して意見やコメント等がある方

は ocw@cc.kyushu-u.ac.jpにご連絡ください。 
（情報基盤センター） 


